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第 3 章「異方性材料における最適ひずみ測定位置の検討」では，第 2 章で提案した応力
の測定誤差の評価手法を，代表的な異方性降伏関数に基づく材料モデルに拡張している．
具体的には，塑性異方性を表現できる材料モデルとして，次数 M=2の Hillの二次異方性降








の薄肉かつ加工硬化の小さい素材である，板厚 0.3mm の硬質アルミニウム 3104-H 材を対
象として，二軸引張応力下における塑性変形特性が測定可能な試験方法と試験装置の開発
を行っている．この試験装置は，汎用の単軸引張試験機を駆動源とし，チャックの変位比
を変更可能なリンク機構を特徴とする．さらに，供試材の降伏点と二軸応力-ひずみ曲線を
正しく測定する方法として，チャック変位比一定条件下での二軸引張試験の結果に基づい
て，応力空間とひずみ空間における負荷経路を図示する「負荷経路全図」を考案した．こ
れを用いて 3104-O 材の等塑性仕事面を測定した結果，応力比一定試験により測定されたそ
れとほぼ一致し，本二軸引張試験装置の妥当性を立証した．また，同試験手法を 3104-H
材に適用した結果，最大で 0.0012の相当塑性ひずみに対応する等塑性仕事面の測定に成功
した．以上により，アルミ缶用素板である 3104-H 材の二軸引張変形挙動を測定し，その変
形挙動を定量的に評価するための実験手法を確立できた． 
第 5章「結論」では，上記の結果を踏まえて本研究を総括し，得られた知見をまとめた． 
 
以上より，本研究では，十字形試験片を用いた二軸引張試験方法における応力測定精度
の定量的評価方法および精度向上のための新しい試験装置と試験方法を提案した．さらに，
開発した試験手法をアルミ缶用薄肉素材である硬質アルミニウム薄板に適用した結果，二
軸引張応力下における塑性変形特性が高精度に測定・評価可能であることを立証した． 
 
 
